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【I】
アリストテレスの「詩学」第21章に依れば，「隠愉とは，事物に，他の何物かに属する
名を与えることである。かように名を移すことは，或は種から類へ，或は，種から種へ，
或は比論"アナロゴン"に拠ってである」’)が，言語学辞典などで,"wie"f',,alNを省
略することに依り直愉(Vergleich)を縮約したものが隠愉(Metapher)であると言う見
解が屡々 行われている様である。カイザー (WolfgangKayser)は,,Dassprachliche
KunstwerkcCに於て，「隠愉は先行する直愉の結果であり，いわば此の直愉が縮約されて
生れるのだ－即ち（wieやalsob等の）直愉の文法形式が押し消されたのだ，と解
された」と述べているが2)，事実多くの隠職は明らかに直愉の結果なのである。然し彼も
続いて説いているように，隠職は必ずしも縮約された直嚥ではなく，隠嚥の本質は直喰に
基くものではない。後にも簡単に触れる筈であるが，両者の効果の相違は著しい。
ヘー ゲルが,,Asthetik"で述べている所に依れば3),直楡が基礎概念と像4)とを裁然と
分離するのに反して，隠職は両者を分離せず，像が置かれている関連を通して,像の中の，
判然と述べられていない意味を悟らしめようとする。例えば,,dieFriihlingedieser
Wangenc.とか,,einSeevonTranen.･と言われる時,此の表現は,語本来の意味に即し
てではなく関連に依ってのみ意味が明らかにされる像として解されねばならぬのである。
,,begreifen.@の様に，一般に知識に関する語の本来的意味は感覚的な内容を持つものが
多いが，それはやがて精神的な意味にも用いられる。然し此の場合，その語の使用が重な
るに従って，次第に意味と像との分離が意識されず，像は具体的内容ではなく，直接抽象
的意味のみを与えるに至る。例えば我々 が精神的な意味で,,begreifen<.を使う場合，最
早決して手を以てする把握は念頭に浮ばぬであろう。此の様な，最早隠噛とは感じられな
くなった，美意識を伴わない言語学的隠喰は,,,KorallenlippenG｡の様な詩的隠嚥から区
別されねばならない。後者は，対象の新しい印象を強調し，主情的な効果を生み出すよう
積極的に意図された独創性の顕著な隠職なのである。カイザーは此の種の隠嚥について，
「隠楡は意味領域を拡大し，読者を動かす最も有効な手段である。同時に此の隠嚥に於て
こそ,単に意味が重要である許りでなく，あらゆる種類の感情の動きや副表象(Nebenvor-
stellung)も関与している事が明らかに成るのだ。……言葉の一つ一つが，今や，程度に
強弱の違いこそあれ,意味の他に,内部に働いているなお別の層を内包しているのである」・
と述べ5),T,M.Greenは,,TheArtsandtheArtofCriticism"の中で，言語学
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的隠嚥と詩的隠嚥の区別は「文学的特性の真の本質を構成する所の，発動的な緊張力
(dynamictention)の有無」にあるとして，次の様に述べている6)。「厳格な文学的見
地からすれば，純粋概念は人間経験の具体的世界から抽象的に遊離されているために，冷
やかで，生命を欠いているのだ。またいかなる見地からみても純然たる特殊性は，たとえ
知覚的であっても形象的であっても，やはり盲目的な無意味なものだ。抽象的なものを具
体的なものへ有意義に適用し，また具体的なものを比較的抽象的なものの用語で解釈して
こそ，始めて，興味がかき立てられ，想像力が刺戟されて有効な活動を行ない得るのだ。
これを達成するためには，一般性の多い観念とそれが少い観念とを単に並置するだけでは
充分ではない。それらの観念を巧みに撰択・結合して，互いに実を結ばせ，各々はそれの
本質的性格を保持しながらも，一方では文学的に融合して新たな深義を引き受けるように
しなければならない。こうしてこそ，文学的特性の真の本質を構成するところの，あの発
動的な緊張力が創造され得るのである。」（鍋島能弘訳）
小論は，トラークルの詩作に於ける隠藏の特性を述べようとする意図を持つ。従って向
後，小論に於ける隠職とは詩的隠職を指すものとするが，先ずトラークルの詩に於ける直
職が隠嶮にまで発展して行く過程を概観してみよう。
トラークルの初期作品では，未だ時々直嚥が現われる7)。
,,IndeswieblasserKinderTodesreigen
UmdunkleBrunnenrande,dieverwittern,
ImWindsichfr6stelndblaueAsternneigen."(13)
,,SietunwiearmePuppenvordemTod."(50)
基礎概念と像との関係が一層密接に成った場合は,,gleich"が,,wie"に代って用いられる6
"NachtsbrachseinMundgleicheinerrotenFruchtauf……"(55)
然し次の段階では此の,,gleich@･も脱落する。
"DieNachterscheint,derRuheEngel,aufderSchwelle."(33)
,,DesEinsamenGestaltkehrtalsosichnachinnen
Undgeht,einbleicherEngel,durchdenleerenHainG｡．(70)
遂には此の包括的乃至は隔離的なコンマも除去され，わけても晩年の詩では，以前直職と
して"wie"､"gleich"を伴っていたり，コンマで区切られていたものが，直接基礎概
念に並置されるに至るのである。
"EinbleicherEngel
TrittderSohninsleereHausseinerVater."(86)
･"EinSchattengingerdenSaumpfad
hinabunterherbstlichenSternen."(159)
此等は直嚥より隠職への過渡的表現と考えられる同格的隠嚥とも言うべきものであるが，
直嚥の構造は未だ残存し，語の配置から脱落した接続詞は容易に想像することが出来るの
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である。然しながら接続詞駆逐の技巧は，トラークルの表現を直接的で迫力あるものに変
えていると言えよう。一体直噛の,,wie.&は，それ本来の意図にも拘らず，基礎概念と像
とを寧ろ疎遠にし，両者の相互流入・同一化を妨げるものであり，両者は夫々自己存在を
主張し続けている状態にある。これに反し，連結機能を持つ文肢が除かれ，文章的な連繋
が不完全に成ると，個々の語の意味は拡大され，流動し，従って読む者の連想も流動化さ
れ，内的体験の同時性が容易に把握されるという効果が生れるのである。
以上未だ直楡の性質を強くとどめる隠楡への過渡的表現と比較して
,,DieSonneistinschwarzeLinnengesunken."(100)
,,DurchWolkenfahrteingoldnerKarren."(23)
の様な詩行では，比較される基礎概念は省略され，比較する像のみが持ち出されるに至
り，此処にいわる詩的隠職が形成されるが，此処では描写の正確さよりは，詩人自らの感
動や彼特有の想像の世界の直観的・印象的・情緒的表現が志向され，詩に生命・魂が賦与
され，かの「発動的緊張」が生れるに至るのである。然し此の様な隠嚥の背後に依然とし
て潜む基礎概念を推察するに難くない。詩的効果を別祝すれば,,,schwarzeLinnen..を
"Wolkenc6に,,,eingoldnerKarren..を,,dieSonne.$に置換することが出来るので
あり，此の種の隠楡は，トラークル的特色に乏しい平凡な隠嚥と言わざるを得ないであろ
う。
【I】
,,VollHarmonienistderFlugderV6gel・EshabendiegriinenWalder
AmAbendsichzustillerenHUttenversammelt;
DiekristallenenWeidendesRehs.
DunklesbesanftigtdasPlatscherndesBachs,diefeuchtenSchatten.
UnddieBlumendesSommers,diesch6nimWindelauten.
SchondammertdieStirnedemsinnendenMenschen.56.
くGesangdesAbgeschiedenen>(174)と題する此の詩に於ては，基礎概念と像との
両範域を区別することは全く不可能である。先述の直嚥や隠職では，杼情的気分と論理的
意味の間の関係は未だ明らかに残存していた。今や個々の表現は，其の論理的意味から解
放され，最早経験的現実に立脚することのない新しい全体的な関係の中を，いわば自由に
浮遊しつつ個々の語それだけを取り出して見た場合に殆ど推量出来ない異様な気分をかも
し出す。カイザーは前掲書で此の詩を引用し，「此の例では,Empfinden或はVision
の白熱流の中に，両要素の自治を止揚して第三の新しい世界を作り出す結合が生じた」と
述べ8)，ズィー モン(KrausSimon)はシュタイガー (E.Staiger)の「言語はすべて
確定する役割，移ろい行く現象を秩序づけて持続的なものとする役割を演ずる。然し杼情
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的気分を持つものはgleitenする。確定されるや否や興覚めするのだ。…...従って杼情
的に表現しようと望むならば，此等言語の本質的特色をこそverdunkelnすることに成
功せねばならない」と言う言葉9)を援用して，トラークルの詩は此のverdunkelnに於
て群を抜くとしているﾕ0)。
然らば彼のMetaphorikll)の典型的な技巧とも言うべき此の朧朧化は如何にして行わ
れるのであろうか。其の極めて豊かな方法の内，主要なものを若干考察してみよう。
(A)トラークルは，付加された隠楡像をして，基礎概念の内容を直接外的に確認させ
る事はしない。むしろ
,,dieblaueKlagedesAbend3(187)
,,goldeneSchattenderSchwermut;@(168)
の様に，それを近似の，一層直観的・感覚的な像に依って気分付け，色付ける為，その輪
廓は滕朧化し，対象性は解消せんばかりに成る。
而も此の場合，具体名詞と抽象名詞との結合が殆んどで，両者共，
"dieQualdesgoldenenTag3(165)
,,ihrstillenSpiegelderWahrheit"(83)
の様に，基礎概念にも隠職像にも用いられる。
かくして,,TagG6の様な対象的に把握可能なものは精神化され,,,WahrheitG.の様に
概念的なものは感覚化されるのである。然し此処に注意せねばならぬことは，かかる朧朧
化は，それ自体が目的ではなく，手段に過ぎないと言うことである。滕朧化を窮極迄推し
進めて行くならば，耽美的語戯に堕し果てるであろうが，トラークルの場合，単に語戯を
弄するのみではなく，此の技巧に依って，読者が，感覚的に対象的なものの背後の本質世
界へ直覚的に突入することを可能ならしめるのである。
(B)更に形容詞隠職に於ては，形容詞は名詞に対する文法的な従属関係から解放さ
れ，極めて特殊な，蕊奪作用とも言うべき機能を持つに至る。トラークルの詩に屡々現わ
れる”einDunkles“（138）や”einBleiches“（136）の様な表現は，夫々 "derdunkle
Mensch･･,,,derbleicheMensch･.の一種の短縮と考えられるが,此等は，或る一つの
特徴を強調する為，対象全体の描写が完全に駆逐されて生ずるものと思われる。先ず「薄
明の中を道遥する人」の朧朧さや「蒼白な人間」の蒼白さと言う様な客観性が与えられて
いるが，ここでは更に客観的状態以上のものが含まれるに至っている。即ち名詞化された
特徴描写の客観性に詩人の個人的な気分や主観的な判断が付加され，語の象徴的意味が拡
大されるのである12)｡,,derdunkleMensch｡･と言われずに,,einDunkle#6と言われ
る時，人間の現実の姿から，詩人の形成した人間観に矛盾する一切の性質が払拭されてお
り，詩人が人間に対して持つ悲劇的な見方に従って，彼の眼差は専ら人生の悲劇的状態を
暗示する人間の特徴の上に注がれるのである。故に夕べの散歩者の滕朧さは，一時的な状
態ではなく，人間的なものの明確な特色として述べられている。全く偶然的な特徴である
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,,dunkel6･は，詩人の人間観と一致して，人間の永続的特徴へと高揚されるのである。此
処では特徴即人間なのであり，かくて両者は,,einDunklefと言う語の中に一括される
のである。また
"Schweigendverl36teinTotesdasverfalleneHaus."(138)
なる詩行では,"einTotefの客観的対象性は，主観的要素で完全に駆逐されている。
人間の個々の特徴や具体的な事実は一切表現の外に置かれ，人間の肉体的輪廓は放棄され
るため彼は重量のない滕朧たる幻と化し，非現実性のみが浮び上って来る。然し此処でも
人間の本質規定が試みられるのであって,,,einTotefとは，先祖代々の家の空虚さの
中にあって，自己の故郷を見出し得ぬ違和感，伝統からの隔絶感に圧倒され，内面的に死
滅した自己を感じ，その崩れ落ちた家を捨て去る者である。これは現代人を純主観的に表
現したものであり単なる外面的な特徴描写ではないのである。
(C)客観的外界と主観的内界との間に少くとも何等かの関係が見られ，それが根抵と
成っている上述の様な隠嚥から，更に進んで隠嚥的気分象徴とも言うべき色彩隠嚥が見出
される。例えば
"EinblauerAugenblickistnurmehrSeele."(102)
に於ける,,blau｡@が隠楡であるとすれば，如何なる特徴を規定し代理するのであろうか。
又他の箇所では
"AbendwindleiseansFensterrauscht,
BlauesOrgelgeleier."(120)
の様に，聴覚的印象が色彩価値を以て描かれている。何れの場合に於ても，隠嚥に依って
規定された客観的特徴を前後関係から指摘する事は困難である。それ故ここでは，色彩が
純粋に隠嚥的に用いられたのではないと思われる。即ち形容詞の,,blau･.は象徴的な意
義を持ち第二次的にのみ隠噛的なのである。詩人は自己の気分を直接吐露し表現する為
に，一見論理的に矛盾している様でも，色彩語を事物の描写に配置する。即ち色彩は単に
視覚的な特徴描写に対して許りでなく，感覚的な認識圏外の経験にも用いられる。色彩
は，対象の単なる特徴価値として体験されるのみならず，それに独特の価値が与えられる
のである。
所でトラークルの詩に於ける対象と色彩との分離には次の様な諸段階が考えられる。
,,IndeneinsamenStundendesGeistes
Istessch6n,inderSonnezugehen
AndengeJ6e"MauerndesSommershin."(84)
,,WennesHerbstgewordenist,
ZeigtsichniichterneKlarheitimHain.
Besanftigtewandelnwiran"o/e"Mauernhin…"(84)
MauernC･と言う語に依って,第一例では田圃の麦の黄色が，第二例では秋の森の紅葉が
●
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考えられている。,,MauernG.と言う隠職は具体的な意味を持たないが，これに依って色
彩の印象が著しく高められ，逆に麦や紅葉と言う対象のそれは朧朧として弱化されてい
る。先ず此の方法で色彩が対象から分離され，独立した価値を持つに至るのである。
然し此の両例では，黄と赤と言う特徴を担うものが不明瞭化されてはいるが，表現の片
隈に依然附着していると言える。これに対して次の段階では，色彩の担い手は完全に消失
してしもう。
,,DesAbendsblauundbrauneFarben;
VerflossenistdasGo"derTage..@(49)
,,FlimmerndschwanktamoffnenFenster
WeinlaubwirrinsBJα〃gewunden,
DrinnennistenAngstgespenster."(19)
ここでは，色彩の担い手は色彩描写そのものの中に吸収包含されている。色彩はその隷属
的性格を脱却し，対象の特徴を描写する機能は寧ろ色彩語の副機能と成って対象と色彩と
の関係は弛緩し，これに依って色彩の象徴価値は自動的に強化される。然し未だ対象と色
彩との関係は破壊される迄には至らず，純粋に写実的な特徴描写と純粋な象徴的表現と言
う両極端の中間位を占めている表現と言えよう。
然しトラークルの色彩語が此の様な中間状態に止る事は稀で，色彩象徴の形成即ち色彩
価値に依る気分価値の象徴化へと進展して行く。
,,Sch6n:oSchwermutund加幼"γ"esLachen."(110)
,,DurchsFensterklirrtder"O"Abendwind;
Einsc""αγz"Engeltrittdaraushervor."(80)
色彩は象徴として，普通には表現不可能な主観的な感情価値を示すに至るのであるc此の
つ
様な象徴的用法に於て，色彩語の写実的な視覚価値が消失している事を示してくれる適例
はくKasparHauserLied>の鹸終行の二種類の草稿である。
,,NachtsbliebermitseinemSternallein;
Sah,daBSchneefielinkahlesGezweig
UndimdammerndenHausflurdenSchattendesM6rders.
S"6""sankdesUngebornenHaupthin.“
なる初稿に関して，詩人は1913年11月12日，ウィーンから雑誌"Brenner.･の出版者フィ
ッカー(LudwigvonFicker)に宛てた書簡の中で「何卒”カスパー・ハウザーの歌“
の最終行は最終的に次の様に変更願います。
"EinesUngebornensankdesFremdlingsl'otesHaupthin"｣(III.47)
と述べているのである。此の第二稿は，詩人自身の意志に依り，再び初稿へと改変された
為に破棄されたが，両稿の示唆するものは，詩人が色彩の真の視覚的な意義を無視して，
一定の気分価値を表出しているということである。
●
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大体以上の段階を経て，詩人の気分象徴としての色彩表現が生れるのであるが，そこで
は既に見た通り，対象の客観的性質は無視され，隠職的気分象徴とも言うべきものによ
り，詩人の主観が強く前面に打ち出されていた。而して此の様な隠職的気分象徴に依り，
内的必然性に乏しい言葉を弄する様な試みが行われているのではないのであって，彼の詩
の無法則性は，再び詩人の体験や芸術意志の則るべき新しい法則に支配されているのであ
る。但し個々の色彩語が如何なる隠嶮的象徴価値を有するかの問題に立ち入ることは，主
としてトラークノレ詩の技巧面を考察しようと試みる小論では差し控え，これは就いては特
にSpoerril3),Goldmannl4),Schneiderl5)の研究書に詳しいことを指摘するに止め
ておきたい。
(D)以上の様に，色彩隠職に依り，隠職を象徴的に拡大し，気分象徴を隠職の内部に
於て構成する他，トラー クルの凡ゆる時期に亘る詩，特に晩年の詩は，種々 の感覚を結合
した表現を随所に展開する。例えば
"UbereinTraumendesneigtsichgernegrtinesGezweig,
KreuzundAbend;
UmfangtdenT6nendenmitpurpurnenArmenseinStern,
DerzuunbewohntenFensternhinaufsteigt."(112)
では視覚的印象が，触覚|型から生れた表象に依り生命を賦与され，そこに生ずる気分は更
に,,purpurnGGと言う隠職的気分象徴に依って高揚されているのを見る。これは心理学で
共感覚又は二次感覚と言われる現象で，一感覚の刺戟に対し，その感覚のみならず，二次
的に一乃至若干の他の感覚も感応する現象であり，種々 の感覚領域の共感覚が認められて
いるが，最も普通に見られるのは色彩と音響との呼応であると言う。トラー クルの詩の場
合も同様であって，視覚と聴覚の共感覚が最も多く，
"OdieFlOtedesLichts."(128)
"DasOhrfolgtlangedenPfadenderSterneimEis."(149)
の如きは視覚的印象に依って生起した聴覚的二次感覚の例であり，
"Immert6ntderSchwestermondeneStimme
DurchdiegeistlicheNacht."(135)
,,SilbernerSchrittimSchattenverkriippelterApfelbaumchen."(128)
の如きは，逆に聴覚的印象に依る視覚的二次感覚を示すものである。
此の種の共感覚に次いで数多く見られるのは
,,derpurpurneNachtwind"(159)
,,RotvomWaldniedersteigtdieJagd."(136)
の様な視覚と運動感覚の共感覚であり，
"feuchteBlaue"(76)
,,TrunkenvonblaulicherWitterung…"(132)
154 吉田清
"0,diepurpurneSii8ederSterne...(133)
などは,視覚と触覚,視覚と嗅覚,視覚と味覚の共感覚も可能であると言う異常性を示す｡又
,,AbendunddiedunklenDiiftedesGriins
KiihlenmitSchauerndiegliihendeStirneuns."(110)
では嗅覚・視覚・冷感覚が一文で述べられていることに成る。
トラークルが事実共感覚の持主であったか否かは，彼の文献からは判断出来ないが，か
かる共感覚的隠職に於ても，個物を固有の意味から解放し，それを他者の中で檬朧化しよ
うとする意図が窺知出来るのである。
彼が薬剤師と言う職業柄たやすく入手・嗜好し得たコカインやメスカリン等の麻薬が共
感覚を惹起すると言う事実から'6)，麻薬が彼の詩に対して素材上の暗示を与えた事は考
えられぬ事もなかろう。さりとて詩才を麻薬嗜好が代償し得る事は勿論あり得ないから，
彼の詩に関する問題は麻薬に依って根本的に改変されるものではない。
元々トラークルの詩の場合，心理学的共感覚以上のものが出来するのであり,彼の共感
覚的隠職が，無意識的共感覚と言うよりは，極めて意識的な文学的意志に帰せられる事
は，一個人にしてかくも多様な共感覚の持主は事実上あり得ない事，及び普通には殆ど起
り得ない感覚の結合が数多く生起する事からも推察し得るのである。詩人は此の共感覚的
隠楡と言う技巧により，ある一つの事象そのものよりは，自己の気分を表出しようとした
のであり，個々の客観的・対象的事実の具体化ではなく，全体的な内的事実を印象づける
事に成功するのである。各感覚世界間の域閾は払拭され，その交換に無限の可能性が与え
られ，一切の個別的・自立的なものは流動浮遊し，言語内部の論理的制約は超越され，色
彩・音響・臭気・触感等の客観的・感覚的意義は，単なる内的世界の隠楡的象徴価値とし
てのみ把握されるに至る訳である。
(E)<RuhundSchweigen>
HirtenbegrubendieSonneimkahlenWald.
EinFischerzog
InMrenemNetzdenMondausfrierendemWeiher.
InblauemKristall
WohntderbleicheMensch,dieWang'anseineSternegelehnt;
OdererneigtdasHauptinpurpurnemSchlaf.
DochimmerriihrtderschwarzeFlugderV6gel
DenSchauenden,dasHeiligeblauerBlumeri,
DenktdienaheStilleVergessenes,erloscheneEngel.
WiedernachtetdieStirneinmondenemGestein;
EinstrahlenderJiingling
ErscheintdieSchwesterinHerbstundschwarzerVerwesung.(108)
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此の詩に於ては，トラークルの殆どすべての他の詩と同様,諸像は多様な領域から採られ，
無頓着に，断片的に配列され，単純な並列的文章構造をとっている。一般に時間の流れの
中では，一者が隣接する他者に論理的に触れ行くものとすれば，此の詩では無拘束な並列
ゆえに，外的経験の範嶬としての時間は体験出来ず，時間のもたらす論理的結合は後退す
る（滕朧化）。為に諸像は固定的な現実秩序から解放されて語義に於ける自主性を失い，
一者は他者に向って開かれ，自己の持つ境界を越え出でて浮遊し，相互に作用を及ぼす。
諸像の間隙は諸像の発する響きで充され，一切が反群し合い共鳴し合う。しかも此の交響
は相前後して起るのではなく，同時に，全体的に起るのであり，論理的に異質な像も統一
的気分に囲緤されるのである。
<InderNachmittaggefliistert>
Sonne,herbstlichdiinnundzag,
UnddasObstfalltvondenBaumen.
StillewohntinblauenRaumen
EinenlangenNachmittag.
SterbeklangeVonMetall;
Undeinwei8esTierbrichtnieder.
BraunerMadchenrauheLieder
SindverwehtinBlatterfall.
StirneGottesFarbentraumt,
SpiirtdesWahnsinnssanfteFliigel.
SchattendrehensichamHiigel
VonVerwesungschwarzumsaumt.
DammerungvollRuhundWein;
TraurigeGitarrenrinnen.
UndzurmildenLampedrinnen
KehrstduwieimTraumeein.(54)
各像各行は等価的に連ねられ,ここでも並列的文章構造が明らかである｡秋の諸像を結合し
て，現実に相応した連結体を構成する時間の流れは,,,weiBesTierGcfD"StirneGottes
FarbentraumenG6の様な枠外に脱落した表現によって中断され，表象出来ない超現実性
が入り込んで来る｡即ち個々 像の外殻形成は,此の超時間的構成故に反って阻止･溶融され，
滕朧化,諸像の交感が行われる事前例と同断である。それにも拘らず,諸像は混沌と無秩序
に並置されているとは言えない。諸像の前面的な対象性からは求めることの出来ない一貫
した気分が支配的である｡一切の像を包括する気分的統一から見れば,諸像は必然的なので
ある。此の詩の諦像は,没落と無常,苦悩と憂愁と言うトラー クル文学の主要テー マの小道
具なのであり,恰も個々 の楽器の音色と奏でるメロデー は異っていても,それが指揮者に依
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って一つの統一的シンフォニーに構成されるのと同様に，「表面を形成すると同時に，そ
の深さを外側へ向ける為，我々 の眼差に表面と深さを同時に明らかにする」E・Jiingerの
所謂｢水晶性構造｣ﾕ7)に依って，現象の背後に潜む本質的空間への導入が行われる。かく
て耽美的世界ではなく，直接的な充実と深さを持った存在内容が明らかに成るのである。
詩<Helian>は，個人的経験の超時間的表現の後，第四章で突如歴史の中へ跳び込ん
で行く’8)。若しも前章迄に超時間性の準備がなかったら，我々 は当惑してゲツセマネ描
写の動機付けに疑惑を抱かざるを得ないであろう。既に諸像が自立・区別の存在する領域
になく，無限に開かれ相互反響の行われる空間の中で統一され,einmalとjetztと言
うカテゴリー の存在しない超時間性の中にあればこそ，歴史的事実も歴史的事実性から解
放されて，たやすく詩の中へ組み入れられてしもうのである。
【、】
上述の隠楡的諸表現では，何れも滕朧化が行われているにも拘らず，美的不拘束性その
ものが目的ではなく，此の滕朧化こそ我々 を存在・本質へ導入する手段であることが察知
された。
「芸術家とは，創造することに依って今一度平静に生きたり苦しんだりして，苦楽の過
剰から解放されようと努める所の，常に生命に溢れた人間である」とは，マー ルホルト
(ErwinMahrholdt)がトラークル論の中で述べている言葉であるが19),トラークルは没
落や死の諸像の抑制し難い侵入に殆ど圧倒された人であると同時に，此等諸像のformen
に精進する人であった。「私は目下の所，余りにも多くのものに依って－何と言うリズ
ムと像の地獄的混沌なのでしょう一苦しめられているので，これを極く僅かの部分に形
成すること，克服出来ぬものを前にして結局私を滑稽な能無しと見ること以外に時間が無
い位です。此の能無しは極く僅かの外的衝撃に依っても痙箪・精神錯乱に移行せしめられ
るのです。やがて此の言い様もない荒凉に打ち克つ時の来らんことを！」と友人ブッシュ
ベック(ErhardBuschbeck)に述懐する時20),夢想家特有の極端な感受性と共に，現
実世界で克服されず，彼を狂気へ圧迫し，死へ誘惑する嵐の様な像をば，其の情緒的な直
接性を損ねることなく言語によって征服し，其の客観性の中へ組み入れ様とする意志を窺
うことが出来るのである。「私を表現さるべきものに無条件に従属させる事は容易でなく，
将来も決して容易ではあるまいと思って下さい。私は真理に属するものは真理に与える為
に，くり返えし私を矯めねばならぬでしょう。」同じくブッシュベックに与えられた此の
書簡2ﾕ)に於ける真理とは，勿論，事物の客観的対象性の謂ではなく，詩人の救済への希
求をも含めた内的真実と解され，これを言語を媒介にして客観化する事の至難さを告白し
ているのである。
こうした点に留意する事は，トラークルに対するランポーの影響を考察しようとする場
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合に必要であろう。
ランポーはトラークルの詩的発展に大きな意義を持つ。彼は1907年から1912年の間にラ
ンポーの作品を知り22),1911年から1912年の間に決定的な影響を受けたものと推定され
23)ランポーの作品に類似した憂鯵や倦怠は，トラークルの初期作品でも支配的であり，
同一語や同一隠職の使用も屡々見られ，麻薬愛用や射殺未遂事件，海外移住の希望等の外
的経歴すら，グリム(ReinholdGrimm)が意識的模倣の疑惑を抱く程酷似している24)。
娼婦を清純の象徴とし，人類の罪を蹟う者として聖祝するが如き，孤児院出の女性と結婚
しようとしたランポーを思わせ，色彩象徴や共感覚的隠職もランポーに著しい25)。とこ
ろで多くのトラークル研究書は，ランポーのトラークルに対する影響を決定的なものとし
ているが，その大部分は，表現語の実証的な比較検討のみを事として，両者の内的相違を
明らかにしておらず，グリムの細密な研究も例外ではない。然しシュポェリ26)，バルト
27)，ズイーモン28)，マールホルト29)等は両者の外的類似性は承認しながら，トラーク
ルの唯美主義を否定し，ランボーのそれとの間に明瞭な一線を画しているのである。ラ
ンポー の原典やアムメル訳(ArthurRimbaud.LebenundDichtung.iibertragen
vonK.L・Ammer,eingeleitetvonStefanZweig,Leibzigl907)とトラー クルの
作品の言語面の比較はグリムの研究に詳しいので，以下ごく簡単に両詩人の隠嚥的表現に
於ける本質的相違に触れてみよう。
トラークルはランポーに依り,,Abort",,,Kot..,,,greulicherGestank,c.,,verpestete
Seufzer",,,HaarevollerWiirmer｡.の様な語を採用する勇気を得た。然しそれは，こ
うした不潔なものに対する好みからではなく，其等の中に没落を認め，それを直視して隠
蔽することなく描写し，かくして没落から解放され様と願った為であった。しかも一方，
トラークルが没落・腐敗・死・不安・恐怖・孤独・憂謹・絶望・醜悪・罪悪等を歌う時，
明らかにネガティーフな傾向を持つ此の様な基礎語に，対立的な内容を持った隠噛像を添
えることが極めて多い。
,,inblauemKristallwohntderbleicheMensch"(108)
,,diekristallenenTranenverdammterEngel;
undleiserannaussilbernerWundederSchwesterdasBlut"(191)
,,untergoldenemGezweigderNacht"(197)u.a.
現実世界で滅びるものは，ポズィティーフな反立的隠職像を付加することに依って詩作品
自身の中でも浄化され精神化され，醜悪なものは強さや充実に変転せしめられる。
くVerfall>
AmAbend,wenndieGIockenFriedenlauten,
FolgichderV6gelwundervollenFliigen,
Dielanggeschart,gleichfrommenPilgerziigen,
EntschwindenindenherbstlichklarenWeiten.
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SeineWundevollerGnaden
PflegtderLiebesanfteKraft.
O!desMenschenbloBePein.
DermitEngelnstummgerungen,
Langt,vonheiligenSchmerzbezwungen,
StillnachGottesBrotundWein."(III.51)
此の澄明な詩の奈辺に「狂暴なばかりの泥酔と犯罪にも似た憂鯵」が感じられようか。ト
ラークルは詩語の形成に依り，自己を圧迫する世界の重荷を克服し，救済されようとする
のである。
ランポーもまた反立的隠愉像に依り，個々の言葉の意味を窓意的に交換し様とするが，
彼の志す所は意味の脱法則化であり，意識的な感覚の混乱であって，言語の非諭理性の中
で破壊された現世界を捨てて絶対的空間に進もうとした。現実は彼の創造的ヴィジオンの
材料であり，此のヴィジオンに依り彼は自由に到達し得たのである。これに反しトラーク
ルの目標は言語の唯美的駆使とそれに依る現実からの超越ではない。彼に依って体験され
た混沌たる現実は，表現の内部で統御されているのであり，此の努力の背後には,倫理的
・宗教的意志すら感じられるのである。彼の隠噛的表現に依る朧朧化や諸像の浮遊現象に
も拘らず，彼の詩はあく迄，彼の内的現実を背負い，存在・秩序に結合するものなのであ
る。彼の諸像の故郷は美的不拘束性にはない。美的技巧が存在するのみでなく，それを貫
いて存在・秩序が語りかけてくると言えるのである。（完）
〔注〕
（1）アリストテレス：詩学（松浦嘉一訳);S､104(岩波文庫）
(2)W・Kayser:DasSprachlicheKunstwerk,Bernl948;S､123
(3)F・Hegel:Xsthetik,Berlinl955(hrsg.v.F・Bassenge);S.396-401
(4)dasBild・心像と云えば心理学的意味が主となって美意識を伴わず，又形象と云えば，形式
的に文や文の一部，或は一傭の詩作品全体に依って構成される形象と混同され易いので，単に
像とした訳である。要するに，詩的に再現された心像。
（5）前掲書S､125
（6）鍋島能弘：文体美学，篠l崎書林1962;S.267からの引用,Green書は筆者未見。
（7）本文中，引用括弧にアラビア数字のみを入れてある場合は
G.Trakl:GesammelteWerke,Salzburgl949Bd・Iの頁数を示す。
Bd・II,Bd､111からの引用はII又はI11とアラビア数字で示した。
（8）前掲書S､124
(9)E・Staiger:GrundbegriffederPoetik,ZUrichl946;S.82
(10)K.Simon:Traumu.Orpheus,Salzburgl955;S.12
(11)KayserもSimonもMetapherとMetaphorikとを区別している。両者とも判然と定義し
ている訳ではないが,Metaphorikは広義の形象や象徴に近いMetapherを示す。トラークル
の詩には純然たるMetapherよりもMetaphorikの方が遙かに多いので，小論の題名も“隠喰
的表現”とした。

